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文化庁「次世代を担う子どもの文化芸術体験事業」

　

講
師
陣
は
、
東
京
で
演
劇
活

動
を
す
る
劇
作
家
の
長は

せ谷 

基も
と
ひ
ろ弘

さ
ん
と
相あ
い
ば馬 

杜も
り
た
か宇
さ
ん
の
お
二

人
を
中
心
に
、
毎
回
、
二
名
の

俳
優
や
声
優
の
方
が
同
行
し
、

児
童
生
徒
へ
の
演
技
指
導
や
劇

を
創
る
上
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
創
作
劇
は
、

児
童
生
徒
が
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
創
り

上
げ
、
話
し
合
い
が
停
滞
し
た

場
合
だ
け
、
講
師
陣
が
入
り
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
と
い
う
ス

タ
イ
ル
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

協
力
し
て
話
し
合
う
大
切
さ
学
ぶ

　

講
師
の
長
谷 

基
弘
さ
ん

は
子
供
た
ち
に
、「
話
し
合

い
の
中
で
、
相
手
の
意
見
を

し
っ
か
り
と
聞
く
こ
と
が
大

切
。」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

長
谷
さ
ん
は
今
回
の
創
作

劇
の
授
業
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
に
は
作
品
づ
く

り
を
通
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
協
力
し
合
っ
て
い

る
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
体

験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

宇
検
村
の
子
供
た
ち
は
、

光
る
も
の
を
持
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
、
話
し
合
い

や
ア
イ
デ
ア
を
出
す
場
面
が

あ
る
時
に
、
自
信
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

創作劇を通してコミュニケーション能力を育む
　創作劇を通して，子ども達に芸術を愛する心を育て，コミュニケーション能力の育成を
図ることなどを目的とした文化庁の「次世代を担う子どもの文化芸術体験事業」が平成
23年10月から12月に掛けて，本村の阿室小中学校・名柄小中学校・久志小中学校の3校
で行われました。各校とも期間中に4回のワークショップを実施しました。

講師らと一緒に記念撮影（阿室小中）

講
師
の
思
い

みんなでアイデアを書き出す(名柄小中)

　

講
師
か
ら
の
「
誰
が
何
の
役

を
す
る
の
か
、
3
分
間
で
決
め

て
下
さ
い
。」「
最
後
、
細
か
い

演
技
の
調
整
を
5
分
間
で
や
っ

て
下
さ
い
。」
な
ど
短
い
時
間
で

の
指
示
が
次
々
に
出
さ
れ
る
中
、

子
供
た
ち
は
色
々
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
合
い
、
試
行
錯
誤
を
重

ね
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
創
作
劇
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。

　

久
志
小
中
学
校
と
名
柄
小
中

学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の

創
作
民
話
が
完
成
。
各
校
と
も

学
校
の
近
く
に
あ
る
大
き
な
岩

や
松
の
木
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木

な
ど
を
題
材
に
物
語
を
考
え
、

物
語
の
中
に
は
ケ
ン
ム
ン
や
ハ

ブ
神
様
と
い
っ
た
奄
美
な
ら
で

は
の
登
場
人
物
も
出
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
阿
室
小
中
学
校
で
は
、

子
供
た
ち
が
学
校
の
近
く
へ
冒

険
に
出
か
け
、
色
々
な
困
難
に

遭
遇
す
る
と
い
う
創
作
劇
を
三

つ
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
屋
鈍
の

海
で
大
き
な
サ
メ
に
会
っ
た
り
、

ケ
ン
ム
ン
と
お
相
撲
を
し
た
り
、

阿
室
の
川
の
上
流
で
大
き
な
タ

ナ
ガ
に
会
っ
た
り
す
る
な
ど
、

と
て
も
楽
し
い
内
容
の
創
作
劇

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
か
ら
は
「
体
を
使

っ
て
表
現
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
け
ど
、
協
力
し
て
良
い
作
品

が
出
来
ま
し
た
。
み
ん
な
で
話

し
合
う
大
切
さ
を
学
び
ま
し

た
。」
な
ど
の
感
想
を
聞
く
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

みんなで協力して創った劇を
披露する児童生徒（久志小中）

アドバイスをする
講師の長谷さん



■ 対象となる住宅　奄美市，龍郷町及び瀬戸内町にある県営住宅
■ 申込書の配布・受付機関　平成24年2月1日(水)〜2月27日(月)
　　　　　　　　　　　午前9時〜午後5時  ※土日・祝日を除く
■ 抽 選 日　平成24年3月7日(水)　午後2時から
■ 申込書配布・問い合わせ先
　 【奄美市・龍郷町にある県営住宅】
　　鹿児島県大島支庁建設課管理係  ℡0997-53-1111（内線）333，334
　 【瀬戸内町にある県営住宅】
　　鹿児島県大島支庁瀬戸内事務所総務課総務係  ℡0997-72-2111（内線）110，111

　県営住宅の入居につきましては，抽選により空き家待ち順位を決定しています。

　平成24年4月以降の入居を希望される方は，下記により申込み手続きを行って下さい。

　なお，現在申し込みされている方も，新たに申し込み手続きをする必要があります。
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　イベント「しま ま〜さんもん応援団」は，大島の農林水産物を活

用したメニューや食材のすばらしさ，豊富さなどを消費者に知っても

らい，活用してもらうことを目的に計画したイベントです。

イベント「しま ま〜さんもん応援団」実施中！

  　【お問い合わせ・応募ハガキの送付先】

   　〒 894-8501 奄美市名瀬永田町 17-3（鹿児島県大島支庁農林水産部農政普及課内）

　　大島地域かごしまの“食”交流推進協議会事務局　　担当：榊

　　TEL 0997-57-7450，FAX 0997-57-7277 　8:30 〜 17:15 土日祝日は休み

1. 対象者

奄美大島・喜界島在住者及び

観光客等

県営住宅に入居を希望される方へ

2. 実施場所

奄美大島・喜界島の登録店

本村は「うけん市場」「宇検食堂」

3.  応募方法

本イベントに参加している登録店（大島地域の「かごしま地産地消推進店」及び直売所）

で500円以上の飲食や買い物をした際に配布されるシールを2枚（色の組み合わせは自由）

集め，官製はがきまたは，所定のハガキに貼り付け，下記の必要事項を記入後，送付先へ

郵送するか（平成24年2月29日消印有効），あるいは，登録店などに設置してある回収ボッ

クスに平成24年2月29日までに投函して下さい。

応募は，シール2枚1口としてハガキ1枚につき1口です。応募期間中何回でも応募可能です。

◎必要事項  ：  住所，氏名，年代，性別，連絡先，その他自由意見

4. 抽選日

平成24年3月9日（金）

5. 結果発表

抽選結果は，当選者へ賞品の発送をもってかえます。

※商品券2,000円などをプレゼントします!!
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INFORMATION

※ 20 歳になった時の国民年金の手続きについては，宇検村役場 住民税務課 年金係（℡ 0997-
　67-2211）または，奄美大島年金事務所（℡ 0997-52-4341）へお問い合わせ下さい。

20歳になったら国民年金保険料を納めましょう！
　国内に居住する20歳以上60歳未満のすべての人は国民年金に加入し，国民年金の保険

料を納めることになります。収入等がなく保険料の支払いが困難な場合は「学生納付特例

制度」（学生のみ），「若年者納付猶予制度」（30歳未満）などの保険料免除制度があります。

国民年金(基礎年金)3つのメリット

老齢基礎年金①  老後を支えます

公的年金制度は，現役世代が納める保険料で高齢者の方の年金を負担
するという「世代と世代の支え合い」が基本です。

世代と世代の支え合いの仲間入り

保険料の納付は口座振替がお得 !

②  病気やケガで障害の状態になったときに支えます 障害基礎年金
③  加入者が亡くなったとき，子のある配偶者，子を支えます 遺族基礎年金

国民年金保険料の納付には，口座振替がご利用になれます。口座振替をご
利用されますと，保険料が自動的に引き落とされるので金融機関などに行
く手間が省けるうえ，納め忘れもなくとても便利です。
口座振替をご希望の方は，納付書または年金手帳，通帳，金融機関届出印
を持参のうえ，ご希望の金融機関または年金事務所へお申し出ください。

県市町村民税所得申告の受付
　毎年行われております所得申告の受付巡回を下記の日程で実施いた
します。村内に住所のある人は，原則として申告書を提出しなければ
なりません。
　当日は，源泉徴収票や収支のわかるもの及び，印鑑を持参されて，
各会場へお越し下さい。

日　付 場　所 時　間

2 月 13 日（月）

屋　鈍　公民館
阿　室　公民館
平　田　公民館
佐　念　公民館
名　柄　公民館
部　連　公民館

９：３０〜１０：１０
１０：３０〜１１：１０
１１：３０〜１２：１０
１３：３０〜１４：００
１４：３０〜１５：１０
１５：３０〜１６：００

2 月 14 日（火）
須　古　公民館
石　良　公民館
田　検　公民館

　    湯　湾生活会館  

９：００〜   ９：４０
１０：００〜１０：４０
１１：００〜１１：４０
１３：３０〜１５：００

2 月 15 日（水）
宇　検　公民館
久　志　公民館
生　勝　公民館
芦　検　公民館

９：００〜   ９：４０
１０：００〜１０：３０
１０：４０〜１１：１０
１３：３０〜１５：００

平成23年
分

【お問い合わせ先】宇検村役場 住民税務課  ☎67-2211



11

　

久
志
小
中
学
校
（
豊と
よ
ま
す増 

隆た
か
ひ
で秀

校
長
・
児
童
生
徒
数
十
三
人
）

で
は
十
月
二
十
七
、二
十
八
日

の
二
日
間
掛
け
て
歌
作
り
を
し

ま
し
た
。

　

石
野
田 

奈
津
代
さ
ん
と
の

歌
作
り
は
「
I 

L
O
V
E 

宇

検
村
」
に
続
い
て
二
回
目
に
な

り
ま
す
。

　

第
二
弾
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
少
し
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感

じ
ま
し
た
が
、「
よ
り
良
い
歌

を
作
り
た
い
！
」
と
い
う
熱
い

気
持
ち
で
歌
作
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
友
達
」

に
決
定
。
全
校
児
童
生
徒
が

十
三
人
の
久
志
校
で
は
、
全
員

が
家
族
の
よ
う
な
存
在
な
の

で
、「
家
族
だ
と
感
じ
る
瞬
間
」

に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
な

が
ら
歌
詞
を
作
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
歌
詞
に
は
仲
間
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
が
、
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
ト
ル
は
、
久
志
小
中
学

校
で
誕
生
日
を
迎
え
る
友
達
が

い
る
時
、
給
食
の
時
間
に
牛
乳

で
乾
杯
を
し
て
、
み
ん
な
で
お

祝
い
を
す
る
こ
と
か
ら
、「
あ

り
が
と
う
〜
幸
せ
の
牛ミ
ル
ク乳
〜
」

に
決
め
ま
し
た
。

　

石
野
田
さ
ん
が
歌
詞
に
合
っ

た
温
か
み
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
を

考
え
て
下
さ
り
、
最
高
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
曲
が
完
成
し
ま
し
た
。

▲ 「ここに伝わってるよ」という最後の歌詞の
時には，胸を拳でたたくこの動作も入れました。

名前も知らない君からの

「遊ぼう！」　　輝く声

仲良くなれる合図

はじめて出会った時のこと

もう覚えていないけど

あのとき笑った思い出はいつまでも

13人の大家族

みんなのリーダーお兄ちゃん・お姉ちゃん

いつもにぎやか同級生

わがままいっぱい　かわいい弟・妹

みんなが集まれば　心はひとつ　何でも出来る

ありがとう

感謝の気持ち　素直に言えないけど

みんなの笑顔

伝えきれない想いがそこにある

つらいことケンカすること

みんな強いわけじゃない

だけど助け合うことで　ひとつになれる

13人の大家族

誰かがここにいない時も一緒

君の分まで頑張るよ

ずっと変わらない　どこにいたって変わらない

みんなが教えてくれた　僕のいいところ

ずっと忘れない

ハッピーバースデー

牛乳片手にかんぱ〜い！しよう

みんなで祝うよ！

おめでとう　それが最高のプレゼント

ありがとう

この歌でまっすぐ君に今伝えるよ

僕の好きな笑顔

みんなの想いがここに伝わってるよ

ありがとう 〜幸せの牛
ミ ル ク

乳〜

オリジナル曲を
お届けします ! !♪シンガーソングライターの石

い し の だ
野田奈

な つ よ
津代　さんを講師に，村内の３つの学校でオリ　ジナル曲が制作されました。そのオリジ　ナル曲を3回に分けて紹介します！

第1回目は｢久志小中学校｣です。
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写
真
は
、
昭
和
四
十
七
年
十

月
二
十
五
日
に
天
皇
・
皇
后
両

陛
下
が
奄
美
大
島
を
訪
問
さ
れ

た
際
、
当
時
、
名
瀬
に
あ
っ
た

東
急
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
芦
検

稲
す
り
踊
り
」
が
披
露
さ
れ
た

時
の
様
子
で
す
。

　

当
時
の
記
録
を
見
る
と
、
午

後
三
時
五
十
分
か
ら
東
急
ホ
テ

ル
の
中
庭
で
披
露
さ
れ
、
軽
快

な
テ
ン
ポ
の
「
芦
検
稲
す
り
踊

り
」
の
演
技
が
始
ま
る
と
、
両

陛
下
が
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
よ

う
に
、い
つ
ま
で
も
手
を
叩
き
、

拍
手
を
送
ら
れ
る
様
子
が
見
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

　

出
演
者
は
総
勢
十
九
名
、
稲

す
り
踊
り
を
両
陛
下
の
御
前
で

披
露
で
き
た
こ
と
は
、
光
栄
で

あ
り
、
名
誉
な
こ
と
だ
と
伝
え

て
い
ま
す
。

　

写
真
か
ら
は
踊
り
手
の
少
し

緊
張
し
た
様
子
や
、
唄
者
・
三

味
線
・
太
鼓
な
ど
多
く
の
出
演

者
に
、
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

写真はその時代の風景を正確に写し，

その画像は人々の忘れかけたウムイを鮮明に蘇らせる。

懐
か
し

記

の

憶
No.19

＊皆さんのアルバムの中にある懐かしい写真をご提供下さい。
　このコーナーで紹介します。( 尚、提供いただいた元の写真はお返しします。)
　宇検村役場　総務企画課　広報係　☎ 0997-67-2211 までお願いします。

▲ 三味線や太鼓のリズムにのって入場する踊り手。

昭
和
四
十
七
年
十
月  

撮
影
者
・

渡
わ
た
り 

静し

ず

ま麿 

さ
ん

　平成24年 宇検村成人式・宇検村消防出初め式の日程

平成24年宇検村成人式 平成24年宇検村消防出初式
■開催日　平成24年1月4日（水）

■場　所　宇検村元気の出る館

■開　式　午前10時

■新成人対象者
　平成3年4月2日〜平成4年4月

　1日までに生まれた方

【問】村教育委員会  ☎67-2261

■開催日　平成24年1月6日（金）

■場　所　宇検村陸上競技場

■開　式　午後2時からパレード

　　　　　役場前〜村陸上競技場

■出初式の内容
　表彰式・消防操法・放水演習など

【問】役場総務課防災係  ☎67-2211

昭
和
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
へ
芦
検
稲
す
り
踊
り
を
披
露
。▲ 両陛下がご観覧する中，「芦検稲すり踊り」を披露。
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村
民
の
う
ご
き
 

村
民
の
う
ご
き

（
十
一
月
末
日
現
在
）

広
報
お
礼

広
報
お
礼

（
十
一
月
末
日
現
在
）

■
ご
冥
福
を
お
折
り
し
ま
す

禧
久　

進　
鹿
児
島
市　

宇
検

村
田
貞
雄　

龍
郷
町　

田
検

吉
久
キ
ヨ　
鹿
児
島
市　

名
柄

森
山
香
代
子　

大
阪
府　

田
検

柏
原
美
根
子　

大
阪
府　

田
検

藤
野
博
文　

埼
玉
県　

芦
検

崎　

拓
也　
神
奈
川
県　

屋
鈍

禧
久
豊
信
（
86
歳
）
宇　

検

田
春
ツ
ユ
（
96
歳
）
芦　

検

壽
山
正
弘
（
62
歳
）
須　

古

藤　
　

好
（
77
歳
）
湯　

湾

渡
邊　

正
（
80
歳
）
芦　

検

渡
富
美
代
（
56
歳
）
湯　

湾

岡　

山
榮
（
83
歳
）
阿　

室

社
協
だ
よ
り

 

社
協
だ
よ
り

（
十
一
月
末
日
現
在
）

　

次
の
方
々
か
ら
村
社
会
福

祉
協
議
会
へ
、
香
典
返
し
に

か
え
て
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

す
る
と
共
に
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

■
香
典
返
し

■
誕
生
お
め
で
と
う

Ｈ
23
・
11
・
4
生

富
山　

結ゆ
う
し
ん心

( 男 )　

田　

検

（
保
護
者
）
宏　

樹  　

 

大
城　

健け
ん
た汰

くん
Ｈ
22
・
11
・
14
生　

田
検

（
保
護
者
）　

浩　

禧
久
ミ
エ
子　

宇
検　

　
　

亡　

夫　
　

禧
久
豊
信

福　
　

一
久　

湯
湾　

　
　

亡　

子　
　

福
園
秀
子

壽
山
新
太
郎　

芦
検　

　
　

亡　

父　
　

壽
山
正
弘

松
下　

勝
代　

芦
検

　
　

亡　

母　
　

田
春
ツ
ユ

渡　
　

勝　
　

湯
湾

　
　

亡　

妹　
　

渡
富
美
代

藤　
　

朝
彦　

湯
湾

　
　

亡　

弟　
　

藤　
　

好

渡
邊
美
佐
子　

芦
検

　
　

亡　

夫　
　

渡
邊　

正

■
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　

岩
下　

伸
幸（
宮
崎
県
）

　
　

結　
　

輝
乃（
須　

古
）

（♥

村 の 人 口
（平成23年11月末現在）
男 　  9 3 2人
女　1 , 0 2 7人
計　1 , 9 5 9人

 

世帯数1 , 0 6 9

新規入所申し込みについて
■入所申込書配布期間 ： 平成24年1月23日（月）

■申込書の配布場所　 ： 役場保健福祉課及び田検保育所

■入所申込受付期間　 ： 平成24年1月30日〜2月13日

■入所時の保育料       ： 所得に応じて決定します。

■入所対象 ： 宇検村内に住所を有する（広域入所の場合はこの限りではありません。）　

　　　　　　平成24年4月1日現在で0歳（おおむね5カ月）〜5歳までの児童であって，　

　　　　　　保護者による日中の保育が困難な児童。

※現在入所中の児童（平成24年4月までに入所している児童）については，保育所を経由

して2月中旬までに，継続入所の申請書を配布いたします。

平成24年度 田検保育所

【お問い合わせ先】宇検村役場保健福祉課　☎0997-67-2211

■
一
般
寄
付
金

崎　

ヤ
ス
チ
ヨ　

屋
鈍


